
 

小中一貫教育 

 本校は、柏原市が全校的に取り組んでいる小中一貫教育のモデル校として、平成２２年度

から小中一貫教育を実施して、１５年以上が経過しました。その間に新型コロナウイルスに

よる臨時休校や児童・生徒数の減少など、様々な変化がありました。しかし、時代に合わせ

て、継続可能な取組み、今だからできる取組みを模索して、今に至っています。その取組み

の一端を紹介します。 
６月２日（火）（３日は台風接

近のため中止）、児童会・生徒会

が合同であいさつ運動を行いま

した。小中混合で２グループ作

り、小中それぞれであいさつを

おこないました。特に小学生は、

朝に中学校へ行ってあいさつ運

動をするのは緊張したかもしれません。そこはうまく中学生がリードして、穏やかな雰囲気

の中、あいさつ運動は終了しました。 
６月５日（金）には、３年生が、南中の２年生と合同遠足で、一緒にアクトランドやおに

行きました。到着後、焼きそばづくりですが、火がなかなかおこらなくて、大変でした。そ

して、一緒に焼きそばを食べて、午後は体育館でレクリエーションです。○×クイズなど、

工夫されたもので、とても楽しかったです。この間、歩くときは車道側を歩いてくれたり、

焼きそばづくりでは小学生ができそうなことを上手にフォローしながらやらせてくれたり、

いろんな場面で中学生のやさしさが感じられました。南中２年生の皆さん、ありがとうござ

いました。 

土曜参観 

６月１３日（土）の土曜参観に、保護者の皆様が多数お越しいただき、ありがとうござい

ました。おかげさまで、無事終了することができました。その後の５年生の保護者の皆様を

対象にした林間説明会にも多数参加いただき、ありがとうございました。 
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